
博

士

論

文

要

約

 

荒

木

田

麗

女

は

擬

古

物

語

・

歴

史

物

語

・

連

歌

・

随

筆

・

紀

行

文

・

漢

詩

・

和

学

等

、

様

々

な

分

野

の

文

学

活

動

を

行

い

、

多

数

の

作

品

を

残

し

て

い

る

。

し

か

し

、

麗

女

に

関

す

る

先

行

研

究

は

歴

史

物

語

と

擬

古

物

語

の

分

野

に

偏

り

、

そ

の

文

学

活

動

の

全

貌

は

未

だ

明

ら

か

に

な

っ

て

い

な

い

。

そ

こ

で

、

こ

れ

ま

で

研

究

さ

れ

て

来

な

か

っ

た

分

野

に

も

注

目

し

、

麗

女

の

取

り

組

ん

だ

文

学

活

動

を

網

羅

的

に

解

明

す

る

こ

と

に

よ

っ

て

、

麗

女

の

全

体

像

を

捉

え

る

こ

と

を

目

的

と

し

た

。

 

 

「

麗

女

の

連

歌

文

芸

」

と

題

し

た

第

一

章

で

は

、

麗

女

の

連

歌

活

動

の

全

貌

を

解

明

す

る

こ

と

を

目

指

し

た

。

第

一

節

「

麗

女

の

連

歌

『

麗

女

独

吟

千

句

』

を

中

心

に

」

で

は

、

『

麗

女

独

吟

千

句

』

の

分

析

か

ら

、

麗

女

の

連

歌

の

特

色

が

高

次

元

の

典

拠

を

踏

ま

え

る

付

合

に

あ

り

、

そ

れ

を

説

明

す

る

た

め

に

詳

細

な

自

注

が

付

さ

れ

て

い

る

こ

と

を

明

ら

か

に

し

た

。

そ

し

て

、

従

来

物

語

作

者

と

認

識

さ

れ

て

い

た

麗

女

が

、

同

時

代

に

は

連

歌

作

者

と

し

て

高

く

評

価

さ

れ

て

い

た

こ

と

を

指

摘

し

た

。

 

第

二

節

「

女

性

連

衆

の

連

歌

会

へ

の

参

加

形

態

」

で

は

、

麗

女

を

例

に

と

っ

て

、

近

世

期

に

お

け

る

女

性

連

歌

師

の

、

一

座

へ

の

参

加

形

態

を

考

察

し

た

。

中

世

期

の

資

料

に

よ

る

と

、

中

世

の

女

房

連

歌

師

は

連

歌

会

に

お

い

て

男

性

と

同

じ

座

を

囲

ま

ず

、

少

し

離

れ

た

御

簾

の

中

に

控

え

、

女

房

が

句

を

出

す

際

に

は

男

性

が

取

り

次

ぎ

を

し

た

。

し

か

し

、

麗

女

の

連

歌

作

品

や

随

筆

等

か

ら

、

麗

女

は

男

性

の

連

衆

と

同

席

し

、

他

の

連

衆

と

の

間

に

「

う

す

き

隔

て

」

を

置

い

て

い

た

こ

と

が

判

明

し

た

。

中

世

の

女

性

連

歌

師

と

比

べ

て

、

物

理

的

距

離

に

お

い

て

も

連

衆

と

し

て

の

扱

い

に

お

い

て

も

、

男

性

連

衆

に

近

づ

い

て

い

た

こ

と

が

窺

え

る

。

 

第

三

節

「

『

麗

女

連

歌

発

句

評

・

麗

女

独

吟

百

韻

』

に

つ

い

て

」

で

は

、

麗

女

の

指

導

者

と

し

て

の

側

面

に

注

目

し

た

。

麗

女

の

連

歌

指

導

を

記

録

す

る

書

、

『

麗

女

連

歌

発

句

評

・

麗

女

独

吟

百

韻

』

を

分

析

す

る

こ

と

で

、

麗

女

は

古

歌

や

物

語

等

の

古

典

知

識

と

、

抱

負

な

連

歌

知

識

に

基

づ

い

て

批

評

を

行

っ

て

い

た

こ

と

を

明

ら

か

に

し

た

。

そ

し

て

、

女

性

連

歌

師

の

存

在

自

体
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稀

で

あ

っ

た

近

世

期

に

お

い

て

、

麗

女

が

指

導

的

立

場

を

保

持

す

る

こ

と

が

で

き

た

理

由

は

、

麗

女

が

連

歌

師

に

求

め

ら

れ

る

古

歌

や

古

典

文

学

に

関

す

る

豊

富

な

知

識

を

有

し

て

い

た

こ

と

に

あ

っ

た

と

指

摘

し

た

。

 
「

麗

女

の

擬

古

物

語

」

と

題

し

た

第

二

章

で

は

、

麗

女

の

文

学

活

動

の

中

心

と

目

さ

れ

る

擬

古

物

語

に

つ

い

て

、『

池

の

藻

屑

』

、

『

五

葉

』

を

取

り

上

げ

、

そ

の

特

色

を

考

察

し

た

。

第

一

節

「

麗

女

の

擬

古

物

語

執

筆

方

法

『

五

葉

』

を

中

心

に

」

で

は

、

麗

女

の

擬

古

物

語

の

表

現

に

注

目

し

、

初

期

の

短

編

『

五

葉

』

が

『

宇

津

保

物

語

』

・

『

源

氏

物

語

』

に

大

幅

に

依

拠

し

て

い

る

こ

と

を

明

ら

か

に

し

た

。

ま

た

、

麗

女

が

古

典

文

学

の

模

倣

か

ら

始

め

て

擬

古

文

体

を

身

に

着

け

て

行

っ

た

と

い

う

、

擬

古

物

語

作

者

と

し

て

の

習

練

の

過

程

を

考

察

し

た

。

 

第

二

節

「

歴

史

物

語

『

池

の

藻

屑

』

の

特

徴

」

で

は

、

麗

女

の

代

表

作

『

池

の

藻

屑

』

の

特

色

に

つ

い

て

分

析

を

行

っ

た

。

ま

ず

、

『

池

の

藻

屑

』

の

最

も

信

頼

性

の

高

い

本

文

は

、

神

宮

文

庫

所

蔵

の

慶

徳

家

雅

清

書

本

（

請

求

記

号

：

五

門

八

四

六

）

で

あ

る

こ

と

を

確

認

し

た

。

さ

ら

に

、

麗

女

は

『

池

の

藻

屑

』

に

お

い

て

、

武

人

を

平

安

朝

の

貴

族

の

よ

う

に

造

形

し

、

戦

乱

の

描

写

を

努

め

て

避

け

る

と

い

う

手

法

に

よ

っ

て

、

王

朝

物

語

風

の

情

趣

を

纏

っ

た

歴

史

物

語

を

成

立

さ

せ

て

い

る

こ

と

を

述

べ

た

。

 

第

三

節

「

『

池

の

藻

屑

』

の

馬

琴

評

麗

女

と

馬

琴

」

で

は

、

曲

亭

馬

琴

が

小

津

桂

窓

宛

書

簡

の

中

で

『

池

の

藻

屑

』

の

感

想

や

麗

女

に

対

す

る

評

価

を

述

べ

て

い

る

こ

と

に

着

目

し

、

馬

琴

の

『

池

の

藻

屑

』

へ

の

評

価

を

分

析

し

た

。

そ

の

結

果

、

馬

琴

は

北

朝

を

正

統

と

す

る

『

池

の

藻

屑

』

の

執

筆

姿

勢

を

批

判

し

な

が

ら

も

、

女

性

が

執

筆

し

た

歴

史

物

語

で

あ

る

と

い

う

点

に

価

値

を

感

じ

、

珍

重

し

て

い

た

こ

と

が

判

明

し

た

。

 

「

麗

女

と

和

学

」

と

題

し

た

第

三

章

で

は

、

麗

女

の

和

学

者

と

し

て

の

側

面

に

注

目

し

、

同

時

代

の

和

学

者

と

の

交

流

関

係

か

ら

、

麗

女

の

和

学

者

と

し

て

の

位

置

づ

け

を

考

察

し

た

。

第

一

節

「

麗

女

と

宣

長

『

野

中

の

清

水

』

論

争

を

め

ぐ

っ

て

」



で

は

、

本

居

宣

長

と

麗

女

と

の

論

争

内

容

を

分

析

し

、

論

争

の

原

因

が

、

宣

長

は

擬

古

物

語

執

筆

の

際

に

は

上

代

文

献

の

み

に

依

拠

す

べ

き

と

考

え

、

麗

女

は

古

代

か

ら

後

代

に

至

る

ま

で

広

範

囲

の

文

献

に

学

ぶ

べ

き

と

考

え

て

い

た

点

に

あ

っ

た

こ

と

を

解

明

し

た

。

 

第

二

節

「

麗

女

と

和

学

者

龍

草

廬

・

賀

茂

真

淵

と

の

関

係

か

ら

」

で

は

、

麗

女

が

京

都

伏

見

の

漢

学

者

龍

草

廬

と

親

し

く

交

流

を

持

ち

、

草

廬

を

師

と

し

て

『

古

今

集

』

や

和

歌

に

つ

い

て

学

ん

で

い

た

こ

と

を

明

ら

か

に

し

た

。

草

廬

は

賀

茂

真

淵

に

入

門

し

て

和

学

を

学

ん

で

い

た

た

め

、

麗

女

は

草

廬

を

通

し

て

真

淵

の

門

流

に

連

な

る

こ

と

が

判

明

し

た

。

し

か

し

、

草

廬

も

麗

女

も

、

真

淵

の

『

万

葉

集

』

を

重

視

す

る

学

問

体

系

に

批

判

的

で

あ

り

、

真

淵

の

学

風

は

受

け

継

い

で

い

な

い

こ

と

が

確

認

で

き

た

。

 
 

第

三

節

「

草

廬

の

和

学

『

古

今

集

』

真

名

本

の

研

究

」

で

は

、

第

二

節

を

踏

ま

え

、

草

廬

の

和

学

に

つ

い

て

考

察

し

た

。

草

廬

が

『

古

今

集

』

を

全

文

漢

字

で

表

記

し

た

『

古

今

和

歌

集

真

名

本

』

に

つ

い

て

研

究

し

、

『

古

今

集

』

は

紀

貫

之

に

よ

っ

て

撰

進

さ

れ

た

当

初

は

真

名

で

書

か

れ

て

い

た

が

、

後

世

に

な

っ

て

仮

名

に

書

き

換

え

ら

れ

た

と

の

見

解

を

有

し

て

い

た

こ

と

を

明

ら

か

に

し

た

。

こ

れ

は

現

代

の

『

古

今

集

』

研

究

か

ら

見

れ

ば

荒

唐

無

稽

な

説

で

あ

る

が

、

近

世

に

お

け

る

『

古

今

集

』

研

究

の

過

程

を

知

る

上

で

興

味

深

い

も

の

で

あ

る

。

 

「

麗

女

の

紀

行

文

・

漢

詩

」

と

題

し

た

第

四

章

に

お

い

て

は

、

紀

行

文

『

初

午

の

日

記

』

と

『

後

午

の

日

記

』

か

ら

読

み

取

れ

る

麗

女

の

人

的

交

流

の

分

析

と

、

ほ

と

ん

ど

調

査

が

及

ん

で

い

な

い

麗

女

の

漢

詩

に

関

す

る

考

察

を

行

っ

た

。

第

一

節

「

麗

女

の

人

的

交

流

圏

紀

行

文

『

初

午

の

日

記

』

・

『

後

午

の

日

記

』

か

ら

」

で

は

、

麗

女

の

紀

行

文

『

初

午

の

日

記

』

と

『

後

午

の

日

記

』

の

記

述

の

分

析

に

よ

っ

て

、

上

方

の

漢

詩

人

と

親

密

な

交

友

関

係

を

有

し

て

い

た

こ

と

を

明

ら

か

に

し

た

。

 

次

い

で

、

第

二

節

「

漢

詩

人

と

し

て

の

麗

女

」

に

お

い

て

は

、

麗

女

の

漢

詩

の

作

風

や

同

時

代

の

評

価

に

つ

い

て

考

察

し

た

。



麗

女

の

漢

詩

は

技

巧

的

で

は

な

く

、

内

容

が

理

解

し

や

す

い

が

、

個

性

に

乏

し

い

こ

と

を

確

認

し

た

。

そ

し

て

同

時

代

の

漢

詩

人

は

、

麗

女

を

歴

史

物

語

作

者

と

し

て

評

価

し

た

上

で

、

そ

の

漢

詩

に

も

興

味

を

持

つ

に

至

っ

た

こ

と

が

判

明

し

た

。

 
第

五

章

「

荒

木

田

麗

女

年

譜

稿

」

で

は

、

麗

女

の

生

涯

と

文

学

活

動

の

全

容

を

解

明

す

る

た

め

に

、

些

細

な

事

項

ま

で

含

め

て

年

譜

形

式

を

用

い

て

記

し

た

。

 

資

料

編

で

は

、

第

一

章

第

一

節

で

論

じ

た

『

麗

女

独

吟

千

句

』

の

翻

刻

、

第

三

章

一

節

、

二

節

で

論

じ

た

『

真

字

古

今

集

を

あ

げ

つ

ろ

ひ

し

詞

』

の

翻

刻

、

及

び

従

来

散

逸

し

た

と

考

え

ら

れ

て

い

た

擬

古

物

語

『

を

だ

ま

き

』

・

『

豊

臣

の

辞

・

大

江

の

賦

』

の

翻

刻

と

解

説

を

掲

げ

た

。

 


